MITSUBISHI 

兰菱オーブンレンジ（家庭用） 

お名 R0-M4C 

取扱説明書/ メニュー集 



この商品には、待機時消費電カゼ□です。 

使っていないときは、自動的に電源が切れます。ドアを開閉すると電源が入ります。 


•ご使用の前に、この「取扱説明書」をよくお読みになり、正しくち全にお使いください。 

• 「保証書」は「お買上げ曰•，眼売店名」などの記入を確かめて、販売店か!5お受取りください。 
• 「取扱説明書」と「保証書」は大切に保巧してください。 



かんたん操作ガイド 輔で露る旨©日獅謝* 44 ぺ-ジ 

<あたためるとを> 

常温 • 冷蔵 • 冷凍の 


ごはん-おかず-市販のレンジ用冷凍食品など 

脅 ◎ 


みそ汁-スープなど 



牛乳•お酒•コーヒーなど 


M 进山 心 

フライなど（あたため直し） 

过 

<解凍ずるとを> 

肉•さしみなど 

譜 

<野菜をゆでるとを> 

ほうれん草-じやがいら-ブ□ッコリーなど 


盛£/スタ十)1目ぺージ 
r ごはん-おかずをあたためる」 



「牛乳-お酒などのみものをあたためる」 


27ぺージ 

vgy 「9.フライ再加熱」 

r 自動メニューで調理する」 

* あたためよ0時間がかか0ますが、 
_ヴクッと仕上がります。_ 


感如ぺ-ジ 

「肉や魚を解凍する」 



r 野菜をゆでる」 


電源を入れる ドアを開けると 

電源を切る . 電源は自動的に切れます。 

電源び入ります。 

表示部の「0」は消えます。 

表示部は「0」を 
表のします。 

•調理終了後、日分過ざると電源び切れます。 

• 電源プラグを差込んだだけでは、 

♦また、日分!;(上操作しないと電源び切れます。 

電源は入りません。 

再度電源を入れるとさは、ドアを開閉しま 

(丰一を押してち受付けません。） 

V 

す。 

J 


待機時消費電カゼロ 

調理後など使用していないとさ、省エネのため自動的に電源び切れます。 


待機時消費電カゼロ/かんたん操作ガイド 


ご使用の前に 
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fit 機時消費電カゼ □/ かんたん操作ガイド……2 


ご使用の手順 . 3 

安全のために必ずお守りください . 4 

加熱のしくみ . 9 

各部のなまえ（本体/付属品/操作パネル）…10 

準備（カラ焼きをする） . 13 

音量調節/出し忘れお知らせ . 14 

重量センサーの日グラム調節 . 14 


1^吏ぇる容器 • 使ぇなぃ容器 . 15 ん 


使 

い 

方 


ごほ用の手順 もくじ 

ぺージ 


安全のために必ず 
お守りくださいを読む 

吟4ページ 

お使いになる際に、必ず守って 
いたださたいことび記載してあ 
ります。 


a 設置場所を確認して、 
アースを 取付ける 

■►4ページ 

正しい設置場所に本体を置さ、 
アースを確実に取付けてくださ 
し、 


電源プラグを差込み、 
ドアを開閉して 
電源を入れる 

-►2ページ 

待機時消費電カゼ□機能びついて 
います。 


カラ焼きをずる 

今13ページ 

庫内の油を焼さ切っておきます。 


ごはん.おかずを 麻たため I る . 16 

牛乳-お酒など 欣みちの をあたためる…… 18 

肉や魚を福親する . 20 

野菜をゆでる( I ゆでちの I ) . 22 

自動メニューで調理する 

• 1 1 "ースト/冷凍 I "ースト 1 . 24 

• LA イブリツドメニュ — 1 . 25 


1.ふんわりケーキ2.手作りグラタン3.茶わんむし 

• 向"ートメニュー 1 . 26 

4.ヘルシーフライ日.かんたんピザ6.クッキー 

♦ I ろばた網焼き 1 . 27 

7.□—ストチキン8.焼さ魚9.フライ再加熱 


形好み遍嵐 にあたためる(レンジ加熱） …28 
に^で調理する 

• nooowj • reoowj •柳 w 」 •「レンジ発酵」…30 


兩面グリル 1 で調理する . 31 

I オーブン I で調理する 

•予熱あり . 32 


•ホ熱なし . 34 

•発酵 . 35 


お手入れ/脱臭 . 36 

お料理がうまくできないとき . 38 

故障かな？と思ったら . 40 

保証とアフターヴービス . 42 

手動で加熱する場合の時間のめやす . 44 

仕様 . 裏表紙 


メニ ュー集 もくじ . 4日 

メニュー集 . 46 
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これで、調理ができまず。 


自動調理 


手動調理 


こんなとさは 


ご使用の前に 
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A 筒埃 

誤った取扱いをしたとさに、死 t や重傷に結びつくちの 

A 警告 

誤った取扱いをしたとさに、死 t や重傷に結びつく可能性びあるちの 

A 注意 

誤った取扱いをしたときに、傷害または家屋•家財などの損害に結びつくもの 


I 図記号の意昧は次のとおりです。 


禁止 

题 分解禁止 

輕) 接触禁止 

ァ-ス線接続 

指示にしたびう 

電源プラグを抜く 


を 

の 

た 

め 

に 

必 

ず 

お 

守 

D 

< 

だ 

さ 

い 


Am 


分解-修理-改造はしない 

分解禁止 

感電•発火-けがの原因 

* 修理は、お買上げの販売店または「兰 
菱電機修理窓□-ご相談窓口」にご 
相談ください。 



吸-排気□やずき間-穴などに 
ピン. 針金.金属物など、 

異物や指を入れない A 

•を Q 

.:- i | レん等 禁止 

感電-けがの原因 

* 異物び入ったとさは、電源プラグを 
抜いて、お買上げの販売店または 
「兰菱電機修理窓□-ご相談窓□」 
にご相談ください。 




アースを確実に取付ける 

故障-漏電のとさに感電の原因 


e 

アース線接続 


アース端子つさコンセントがある 

アース線の先端の皮をむ 
いて、アース端子に確実 
に固定する。 



アース端子つさコンセントびない 

お買上げの販売店にアースエ事（□種接地 
工事）をご相談ください。 

アースエ事は「電気工事±」の資格が必要 
です。 

• ガス管、水道管、避雷針、電話線のアース 
線には接続しない。 

感電•爆発-引火の原因 
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ま全のためにがずお守り <ださい 

■誤った取扱いをしたときに生じる危険とその程度を、次の表示で区分して説明しています。 


ご使用の前に 


A 警告 


お子さまだけで使わせない 
幼児の手の届くところで使わない 


熱に弱し、物を近づけない 


m 


0 

禁止 


Q 


Q 


やけど-感電-けがの原因 


•たたみ、じゆうたん、冷蔵庫、 禁止 
テーブルク□スなどの上に置かない。 
•燃えやすい物、カーテン、スプレー吿 
などを近づけない。 

ヒーター加熱時の高溫で火災-破裂の原因 


電源コード-プラグを傷つけない 


傷んだ電源コード-プラグや 
差込みのゆるいコンセントは使わない 


1 #* G 

を ％^傷つけ禁止 

、，..，り 




重い物をのせたり、折ったり、束ねたり 
すると、破損して感電•発火の原因 



0 

使用禁止 


感電•ショート-発火の原因 


調理中に電源プラグを抜差ししない お手入れのときは電源プラグを抜く 



I 



f) Q 



プラグを抜< 


感電-火災の原因 


• お手入れは本体び冷めてから行う。 
• めれた手で抜差ししない。 

感電-やけど-けがの原因 


電源は交流1 00 V で定格1 5 Am 上の 
コンセントを単独で使う 


電源プラグの刃および 
刃の取付面のほこりをとる 




1 ?\ 


〇 

コンセントの 
単独使用 


他の器具と併用したり、机や家具のコン 
セント、延長コードを使うと、異常発熱 
して発火-火災の原因 



〇 

ほこりをとる 


ほこりが付着していると、火災の原因 


ご使用の前に まをのために必ずお守りください 











































































まをのために化ずお守り < だをい（つづを) 


ご 

使 

用 

の 

前 

に 


の 

た 

め 

に 

必 

ず 

お 

巧 

D 

< 

だ 

さ 

い 


A ま意 


庫内の包装材は、使用前に取出ず 


〇 

包装材は取る 


焦げ-変形-発火を防ぐため 


吸気□-排気□をふさがない 


* 吸気 □• 排気□は 
1日ページを参照 

榮 

乂災の原因 



0 

禁止 


水平で丈夫な場所に置く A 

振動 • 騒音を防ぐため 

場所に置< 

* 置台は壁に固定することをおすすめします。 
4輪キャスター付さ置台は不安定なためお 
すすめでさません。 


電源コードを排気□や 
温度の局い部分1し 
近づけない 


感電-乂災の原因 


Q 

近づけ禁止 


乂気の近くや水のかかるところに 
置かない 



0 

禁止 


感電-漏電の原因 


壁との間をあける 

•排気び壁に直接あたらないように据付ける。 

過熱による発乂の原因 

•窓ガラスの場合、排気口り日ページ参照）と 
20 cml ^ U 上離す。 

温度差で割れる原因胃' P&'s 



〇 


電源プラグを持って抜く 


電源コードを持って 
引さ抜くと感電- 
ショート-発乂の原因 

長期間使わないときは、 
電源プラグを抜く 


絶縁劣化による感電- 
漏電-乂災を防ぐため 


J ±20 cmJ . U ± 間をあける 

I 後ろ 1 日 cm 似上 

左已 cm 似上ち 5 cm 似上 

天面、背面、左ち側面のうち 1 面を開放し、 

上記寸法をあけて設置する。 

* 上記寸法を離してを、調理物の油や蒸気で、 
壁び巧れたり、結露することびあります。 


お手入れは本体が 
冷めてか!5巧う 


やけどを防ぐため 


〇 

プラグを持つ 

C 

プラグを抜< 


〇 

本体を;令ます 


本体の上に物を 
置かない 


加熱しすぎて、変形•焦げ 
発乂の原因 


0 

禁止 


食品カス•油-煮汁をつけたまま 
放置したり、加熱しない 


•付着したとさは、必ず而さ取る。 
(特にち側面の電波出□、ドア、庫内） 

乂花-発煙-発乂-故障-サビの原因 

今「お手入れ」37ページ 


0 

禁止 
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A を意 


ドアに物をはさんだまま使わない 


Q 


電波もれによる障害の原因 禁止 

ドアに無理な力を加えない _ 
重さが4 kglU 上の物はのせない (\) 

本体が倒れ、 Sr 

けが-電波ちれの原因 て、 


飲み物や食品などを加熱しずぎない 

•牛乳、生クリーム、粘りや油脂分の多い液 
体、コーヒー、お酒、水、ジュースなど 
突然沸とうして飛び散り(突沸)、やけどの原因 
* 加熱前にスプーンなどでかさ混ぜます。 

* 加熱しすぎたとさは、少し時間をおいて 
取出します。 


Q 


>少量、干物、スナック菓子など 
発煙-発乂の原因 禁止 

* 加熱中はそばを離れないでください。 


回転アミの上に魚や肉を置い 
たり、バター、ジャムを塗った 
パンを焼かない 

油脂などが底面に落ち、発火の原因 


Q 

禁止 


食品が燃え出した!5、ドアを開けない 

ドアを開けると空気が入り、乂勢を増す原因 

1 . 1 とりけし I を押して、電源プラグを抜く。 
2. 本体から燃えやすい物を遠ざけて、 

金き火を待っ 

/鎮火しないときは、水か消火器 
I で消す。 

* そのまま使わずに、必ず販売店に 
点検を依頼してください。 


0 

ドアを 

開けない 


調理 m 外の目的に使わない 

故障-発煙-発火の原因 

* 市販の「レンジ用容器-道具」を 
使用した場合の本体故障や食品の 
仕上びりは、保証でさません。 

今「使える容器-使えない容器」1日ページ 


0 

禁止 


レンジ•八イブリツド加熱のとき 


ビンのふたや栓ははずず 


お 


〇 


ふたをはずす 


•密封性の高い而たを 
はずす。 

容器が破裂して、やけど-けが-故障の原因 


卵は割りほぐず 

♦ゆで卵や目玉焼さの 
あたためもしない。、屯望^ 害 I 」りほぐす 

破裂して、やけど-けが-故障の原因 



殻や膜のある物は、 A 

割れ目や切れ目を入れる け 

例）ぎんなん.栗.イカ.ソーセージが;なを 

殻や膜が破裂して、やけど•けが-故障の原因 


容器を取出ずときは、熱くなって 
いることびあるので注意する 


ラップをはずずとさは、 
蒸気の熱に注意ずる 

やけどを防ぐため 


熱に注意 


鮮度保持剤（脱酸素剤など）を A 
入れたまま加熱しない rxi 

発乂の原因 禁止 


乳幼児のミルクなどのあたた谢ホ 
仕上がり温度を確認ずる A 

やけどを防ぐため_ 温度を確認 

ヒーター. 八イブリツド加熱のとを 


加熱中や加熱後しば!5くは、高温部 
(庫内.ドァ•本体 • 天面 • 付属品 
など)に触れない 
ただし、操作パネルや 

ドア八ンドルはのぞく 接触禁止 

高温のため、やけどの原因 




ご使用の前に まをのために必ずお守りください 







































まをのために化ずお守り < だをい（つづを) 


冷えやずい場所や 

蒸気-油のかかる場所に置かない 


本体が結露して、故障の原因 


テレビ，ラジオ • 無線機器(無線 LAN 
など）-アンテナ線を近づけない 

• 上離す。 

画像の舌 L れ-雑音-通信エラーの原因 


ドアに衝撃を与えない 
加熱中、ドアに水をかけない 

• ドアは急冷したり、ぶつけたり、 
傷つけない。 

直後やその後の調理中に、 

ドアガラスが割れる原因 

付属品を落としたり、急冷しない 


けが-変形-ひび-欠け-割れる原因 


落雷のおそれがあるとさは、 

電源プラグをコンセントか!5抜く 


故障を防ぐため 


使用ずる夺一をまちがえない 


加熱しすぎて、焦げ-発煙-発乂の原因 

• のみをのを あたため で加熱しない。 

突然沸とうして飛び散り（突沸)、 
やけどの原因 


レンジ•八イブリツド加熱のとき 


角皿、金属容器、金串、アルミホイル 
などを使わない 

•アルミで加工したをの（紙やテープなど） 
や、金銀の模様のある容器を使わない。 

乂花-発煙-発乂-故障-ドアの破損の原因 


生詰、レトルト食品などは 
他の容器に移ず 

乂花-発煙-発乂-破裂を防ぐため 


カラのまま加熱しない 

少量や乾燥した物を加熱しずざない 

• ノ」ぶく切った根菜の少量加熱はしない。 

庫内やドアの内側が異常に熱くなり、 
やけど-乂巧-発煙-発乂-故障の原因 

* 少量の食品は自動で加熱せず、手動で様 
子を見ながら加熱して < ださい。 


丸皿にのせる分量は、容器の重さを 
含めて4 kg までにずる 
重し、物は丸皿の中央にのせる 

故障を防ぐため 


ヒーター. 八イブリツド加熱のとを 


付属品の出し入れは、 

ミトンや乾いた厚手の巧などを使い、 
両手でずる 

やけどを防ぐため 


調理後の付属品は、 

本体や熱に弱し、物の上に置かない 


変形.焦げの原因 


お願い 


J 使用の前に 


まをのために必ずお守り<ださい 
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加熱のしくみ 


レンジ加熱 


電波で食品を内と外か!5同時に加熱 

電波び食品に当たると、食品の水分に吸収されて、水 
の分子にまさつ運動び起こります。 

その結果、熱び発生して、食品は内側と外側から同時 
に加熱されます。 


T あたため 1 、 I のみもの 1 、 I 解凍 1 、 I ゆでもの 1 、 

、 L お好み温度しク巧 （ r レンジ発酵」を除く）キ ー, 


電波の性質 



透過 


反射 




食品や水分に 
吸収 


ガラス、陶器は 
通り抜け 


金属に当たると 
反射 

/レンジ加熱では\ 
使えない。 

\乂花の原因。ノ 


才ーブン 

上下ヒーターで包むよラに外側から加熱します。 
設定で さる 温度は発酵 3日で • 4日む、1日日〜2日日で です。 

〇才ートメニュー I 「5.かんたんピザ」「目クッキー」、 


3 —ク S/R — 

ケーキ、パンなどのお菓子をふつくら焼さ上げる 

グリル 

高温の上下ヒーターで表面に焦げめをつけます。 

3 已日むの高温で加熱し、温度の変更はでさません。 


TI スト」、 L 冷凍卜 ースト I 、 

がートメニュー I 「4 .ヘルシーフライ」、 


\ ちばた網焼さ I 「8 .焼き魚」、 雨面グリル 1 キー 

こんびり、焼さ目をつける 


ノ V イブリツド加熱 


レンジとヒーターで同時に加熱 

調理時間を短縮します。手動の設定はでさません。 

/ハイブリッド メニュー 「1.ふんわりケーキ」「2.手作り グ， 
ラタン」「3 ■ 茶わんむし」、 ちはた網焼き I 「7 ■□—ストチ 
、キン」「9 . フライ再加熱」、レンジ発酵」キー ‘ 

茶わんむしなどを早<加熱 




隱 赤外線センサーについて 

あたため、のみらの、お好み温度は 赤 

外線センサーを使っています。 

食品の表面温度を継続して測り、設定温 
度になったとき、自動で加熱を終わらせ 
ます。 


コツとお願い 

■食品は庫内の中央に置く 

食品の温度を正しく検知するために中 
央に置いてください。 

複数個を同時に加熱するとさは、中央 
に寄せて置いてください。 

■ふたは使わない 

陶器製やガラス製の而たは赤外線セン 
ヴーび5まく働かないため、使えませ 
ん。 

また、ほとんどの食品でラップは必要 
ありませんび、分量の多いとさやカレ 
-など飛び散るものはラップをします。 
ラップをすると仕上びり温度び変わり 
ます。 

■庫内を冷まして使う 

庫内の温度び高いと、赤外線センサー 
び使えません。 

自動での加熱はでさますび、温度の設 
定*表示はできません。 

また お好み温度は、 ホット表示となり、 
使えません。今28ページ 

■温度の表示はめやすです 

スタート後約2日秒で現在温度を表示し 
ます。 

表示は食品のおよその温度です。 

短い時間であたたまるわのは、表示し 
なし^場合びあります。 

重量センサーについて 

食品の重さを計り、最適な運転時間で加 
熱します。 

* 安全のため、少量のとさはレンジ出力を低 
下させます。（加熱不足となる場合びある） 


ご使用の前に」 加熱のしくみ 
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各部のなまス 


本体刖面 

上 ヒーター （2 本） 


f 福 M 


強い衝撃を加えない。 
ガラス管の割れの原因。 


一^ 電液出 □ 

i 2力所から電波び出るツイン加熱。 


fcaia« 


巧れをつけたまま使わない。 
焦げ-乂巧び出る原因。 


赤外線センサー 


r -庫内丹 

加熱中、庫内を照らす。 


操作パネル 
吟12ページ 



皿受け棚 
(上段-下段） 


回転卽 

下ヒー 
(内蔵） 


回転アミ 


ドア 


ドア八ンドル 


本体背面 


排気口 

両側面と 
背面上部にある。 



アース端子（ネジ) 


アース線 
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□ 

気 

吸 


ご使用の i 刖に各部のなまえ(本化】 


付属品 

©必ず 使ラ 〇 使える 乂 使わない 


r 

付属品 

使い方 

加熱ち法 ^ 

レンジ 

才ーブン 
グリル 

ハイブリッド 

トースト 

回転アミ 1 コ 

• 庫内底部の回転軸に差込む。 

•お手入れの時(外は、差込んでおく。 
♦はずすとさは、冷めてから真っすぐ 
上に引き抜く。 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

丸皿 1 コ 

(セラミック製） 

〇 

•回転アミの上にのせる。 

•巧れたまま使わない。 

焦げつさ-変色の原因。 

♦強い衝撃を加えない。 

ひび-欠け-割れる原因。 

•加熱中や加熱直後は、丸皿に直接触 
れない。 

やけどの原因。 

丸皿や食品を出し入れするとさは、 
ミトンや乾いた厚手の布などを使う。 
•食品は、ずらさずに持ち上げて取出 
す。 

丸皿びはずれる原因。 

◎ 

〇 

◎ 

X 

グリル網 1 コ 

幽 

•丸皿の上にのせる。 

•加熱中や加熱直後は、ミトンや乾 
いた厚手の布などを使って取出す。 

X 

〇 

〇 

X 

角皿 1 コ 

(ホー□一加工） 

〇 

* 加熱による変形を防ぐた 
め、中央部び盛り上びっ 
ています。 

•皿受け棚にのせる。 

•加熱中や加熱直樹ま、角皿に直接触 
れない。 

やけどの原因。 

角皿や食品を出し入れするときは、 
ミトンや乾いた厚手の布などを使う。 
•急冷しない。変形の原因。 

調理によってち（冷たい物など） 
変形する場合びある。 

「変形の直し方」今37ページ 
•酸性の食品（レモン汁など）を使う 
とさは、オーブンシートなどをしく。 
変色を防ぐため。 

X 

〇 

X 

X 

アース線 1 本 

♦本体背面に取付けてある。「アースの取付け方」今4ページ 

取扱説明書/メニュー集（本書） 1 部 保証書 1 部 


V_ J 


* オーブン•グ U ル調理時の角皿、丸皿の出入れ用「持ち手」び別売品としてあります。 

馆 K 品コード： M 18 316 180 U ) お買上げの販売店でお買求めください。 

* 付属の丸皿を割ってしまったとさは、お買上げの販売店でお買求めください。 

付属の丸皿外の皿は使わないでください。故障の原因。 


ご使用の一刖に」さ部のなまえ(付属品) 
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操作パネル 


ランプについて 

操作び必要なとさに、ランプび点滅してお知らせします。 


丰— 



おたため 
スタート 

おたため 

今16〜17ページ 
•時間設定び不要。 

スタート 

•加熱をスタートする 
とさに押す。 

* 加熱の途中でドアを 
開けると加熱は中断 
する。続けるときは 
をラー度押す。 


とりけし丰一 

•キーを押し間違えた 
とさ、途中で加熱を 
やめたいとさに使ラ。 


手動丰一 

今28〜3日ページ 
•料理に応じて温度. 
時間を設定して使ラ。 


時間丰一 

^♦時間の設定に使う。/ 


出力 • 温度 • 仕上がり丰一 
出力 

•レンジ riooow 」 reoowj に oow 」 「レンジ発酵」の設定に使う。 

: 曰 Fp 

•温度の設定に使う。 

仕上がり 

• 自動キー（あたため、のみもの 1；(外)のとき、 

仕上びりの強弱を調節したいとさに使う。 

• スタート前かスタート後20秒内(ランプ点打中)に調節できる。 
((^ (弱め）… 加熱時間び約2割減る。、 

I 巨） （強め）… 加熱時間び約2割増える 。 J 


自動丰一 

• 時間-温度設定び不要。 

八イブリツドメニュー 


今巧ページ 


1 . 而んわりケーキ 

2. 手作りグラタン 

3. 茶わんむし 

オー トメ ニュー 


今26ページ 


4. ヘルシーフライ 
日.かんたんピヴ 
目.クッキー 

ろばた網焼き 

吟巧ページ 

7. □ーストチキン 

8. 焼さ魚 

9. フライ再加熱 

のみらの 

今18〜19ページ 

I -ースト 吟24ぺージ 

冷凍 I -- スト 

今24ページ 

ゆでちの 

吟22〜のページ 
解凍 今2日〜リぺージ 

脱臭丰一 

吟36ぺージ 
•初めにカラ焼さするとさ、 
庫内のにおいび気にな 
るときに使う。 


•自動調理は、あたため、のみもの、解凍 （2 メこュー)、ゆでもの （2 メこュー)、トースト、 

冷凍卜ースト、八イブリツドメニュー （3 品目、目メこュー)、才ートメニュー（3品目、12 メニュ ー )、 
ろばた網焼き （3 品目、9 メニュー）の合計35メニューです。 


ご使用の i 刖こ 各部のなまえ(操作パネル) 
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表示部 

•加熱時間や選んだ機能、働い 
ている機能を表示します。 

く例 > レンジ r 郎 0 W 」 で1分3日秒。 



その他の表示 


<加熱表示> 



<ホット表示> 



くエラー表示> 


く故障表示> 



加熱時間や現 
在温度び確定 
すなまで表 TJX 
する。 


お好み温度 

で庫内の温度 
び高いとさに 
点滅して表术。 
-►28ページ 


使5付属品び 
間違っている 
とさに表示。 
今41ぺージ 


故障したとさ、 
E 日 、 P 0など 
化表 7J\o 
- Ml ぺージ 


* 「デモ」び表示されているとさは、 

店頭展示用モードになっています。 
使用時は、デモを解除してください。 

-►41ぺージ 

V_ y 


mm 


(カラ焼さをする） 


初めてのご使用前に必ずカラ焼きを/ 

• ヒーター加熱時の気になるにおいを抑えるため、 
最初 ( こ庫内の油を焼き切ります。 

•約10分で終了します。 

• at 初《 

煙やにおいび出ますが、故障ではありません。 

窓を開けるか、換気扇を回してください。 

1 電源プラグをコンセントに差込み、 
ドアを開ける 

ドアを開けると 
「0」を表示。 



2 


回転アミを庫内の回転軸に差込み、 
ドアを閉める 


3 


•巧祖 《 

丸皿、包装材、燃えやすし、紙 
などは必ず取る。 


脱臭）を巧ず 

脱臭がスタート。 

加熱表示し、20秒後、 
残り時間を表示。 


終了 終了音び鳴る 

A 注意 

加熱中や加熱後は、高温部(庫内*本体*天面 
回転アミなど)に触れない。 

高温のため、やけどの原因。 



(お知らせ） 

カラ焼さをする前に調理をしてち、食品には影響ありません。 


ご使用の一刖に I さ部のなまえ(操作パネル】/準備 
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音量調節/出しちれお巧 6 せ 


ご 


1 


に 


丘 

量 

調 

節 

/ 

出 

し 

ち 

れ 

お 

巧] 

ら 

せ 

/ 

重 

量 

セ 

ン 

ヴ 

I 

の 

0 

を 

lx 

調 

節 


便利機能お好みで設定してください。 


便利機能お好みで設定してください。 







▲ 


お:細:ら 



音量をかえたり、消すことびでさます。 

广 音量をかえる-音を消すとを- 

表示部が「0」のとき、 

ドアを開けたまま、 

(挪]を続けて 3回 巧ず 

3回巧ずごとに、 


音量標準 

I 脚凹© 

音量ル 

I 優)優)盛） 



をくり返す。 


* 切りかわると、2秒間「0」を点滅後、 
「0」を表示します。 


rr 鳴らない」に設定ずると I 
♦全てのキー受付音、加熱終了音は鳴りません。 
•出し忘れお知6せ機能を設定していてち働をませ 
ん。 


* 最後の音び、 
切りかわつ 
た音です。ノ 


加熱終了後、食品をすぐに取出さないと、 
ブヴーでお知らせする機能です。 

(全ての丰一で働さます。出荷時は設定さ 
れていません。） 


出し忘れお巧 16 せにずるとを 

表示部が「日」のとき、 
ドアを開けたまま、 

(^繳が，ろを続けて 3 回} 甲ず 

(ピッピッピーッと鳴る） 


* 切りかわると、2秒間「0」を点滅後、 
「0」を表示します。 


* 戻すとさち同じ手順です。（ピッピッピッと鳴る） 


「設定ずると I 

•加熱終了後、ドアを開けないと、1分ごとにブ 
ザーが鳴ります。 (1 日分間。表示部は「0」を表示。） 
• 鳴っているブザーを消すときは、ドアを開けるか、 
とりけしを押します。 


係知；5せ） 

電源プラグを抜いてち記憶しています。 


广お知！5せ） 

電源プラグを抜いてち記憶しています。 


重量センサーの0グラム調節 


• 眉動夺~1 の調理びうまくいかないときに行ってください。 

また、定期的（半年に]回程度）に行うことをおすすめします。 
(重量センサーを正しくはたらかせるための基準合わせです） 


1 ドアを開けて、庫内に回転アミと丸皿をセットずる 

t が潮 n ■ ち 皿ははずす。 


2 ドアを開けたまま、胃)を目秒間巧ず 

押すと「ピッ」と鳴り、6秒後に「ピーッ」と鳴って日グラム調節が完了。 
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巧える容器-巧えない容器 


容器の種類 

レンジ加熱 

ヒーター 加熱 

八イブリツド加熱^ 
(レンジ+ヒーター) 

陶器、磁器 

爲(〇) 

〇 使える 

* ただし、ひび、傷、金銀の模様、内側に色絵のある器は、傷めたり、义巧び 
出るので使えない。 

耐熱性ガラス容器 

〇 使える 

* ただし、ひび、傷のある器を使ったり、急熱、急冷すると割れることがある。 

耐熱性のない 
ガラス容器 

豆受 

乂 使ぇなぃ 

•クリスタルガラス、カットガラス、強化ガラスなども使えない。 

耐熱性 

プラスチック容器 

〇 使える 

•耐熱温度が140で似上で、「電子レン 
ジ使用可」 0 R 示のある物が使える。 

* ただし、電波で変質する物、砂糖- 
油分の多し、料理など、高温になる食 
品には使えない。 

乂 使ぇない 

* ただし、オーブン•グリル指定のものは 
使える。 

その他 

プラスチック容器 

爵@) 

乂 使ぇなぃ 

• 耐熱温度び14日で未満の物、電波で変質する物も使えない。 

(例：スチ□—ル、ポリエチレン、メラミン、ユリア、フエノール樹脂など） 

* ただし、スチ□ールトレーは解凍のみ使える。 

漆器、 

竹•木•炭•藤.紙製品 

X 使ぇなぃ 

•焦げたり、窒りがはがれたり、ひび割れすることがある。 

* ただし、紙、楊枝、竹串などは料理によっては使うことがある。 

ラップ 

多 

〇 使える 

• 耐熱温度が14日で似上の物が使える。 

* ただし、砂糖•油分の多い料理な 
ど、局温になる食品には使えなし、。 

乂 使ぇなぃ 

* ただし、手動 1 オーブン 1 
「発酵」には使える。 

乂 使ぇない 

金属容器、金串、金網、 
アルミホイルなど 

終 Q 

V 

乂 使ぇなぃ 

* ただし、アルミホイルは電波を反 
射する性質を利用して部分的に使 
うことびある。 

(解凍など） 

〇 使える 

* ただし、取っ手がプラ 
スチックの物は使えな 
い。 

乂 使ぇない 

J 


* 耐熱温度は、容器に表示されている家庭用品品質表示法の表示をご覧ください。 

材質や耐熱温度びわからない容器は使わないでください。 

* 度をた匈、 巧)みもの 、お好み 温度のとき（ホ外線センサー使用時)、ふた（陶器、ガラス、プラスチ 
ックなど）を使うと、センサーの働さび悪くなるので使わないでください。 


ご使用の前に ほえる容お•ほえない容お 


























































i ) 


貪 


食品を入れる 

容器に入れて丸皿の中央にのせる。 
•就潮 《■ 角皿ははずす。 



2 を巧す 

常温-冷蔵は 1 回 巧ず 


冷凍は 2 回 巧ず 



加熱がスタート。 

加熱表示し、撕秒後、現在温度を表示。 

•でさ上がりの温度を選ぶとさ 
今17 ページ 

スタート後20秒 iU 内（ランプ 
点好中）に包寶を押して設定 
温度を選ぶ。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 

•もっと熱くしたいとさ 

手動 rp り巧 reoowj で様テを見なびら加熱する。 

•就す畑！ 

■ゆで卵や目玉焼さを作ったり、あたため直したりしない。破裂して、や 
けど-けが-故障の原因。 

■市販のおべんとラは、ラップやふた、アルミホイルや別容器の調味料は 
取除いてか6加熱する。 

■丸皿が熱いとさは、耐熱性のない容器やラップ包装した食品などをのせ 
ない。溶けたり、変形の原因。 

■食品が少量 （ loog 未満）のとさは、手動 rc ご7巧 rsoowj で様子を見なが 
6加熱する。 


麵 osaj ] ■歐< 


丸皿を使ラ。 



使 



(とりけし）卜 


鑑 


レンジ 


両面 

才-フン 

ブリル 

關あり很巧し 


( 出力•温度•仕上びり、昭凍、 
I \/ J へ； U さた J 



〇 


10分 

1分 

10秒 


庫内の溫度が高いと 

表示部に「6日日 W 」 び表示 
されます。 

/赤外線センサーび使え\ 
ないため、温度の設 
定-変更はでさませ 
、ん。 

赤外線センサーに 
881 っぃて今9ぺ-ジ 


を知らせ;） 


加熱中など、ドアの内 
側がくちることびあり 
ます。 

ドアの内側に露がつさ、 
床にたれたとさは、巧 
でふいて < ださい。 


レ お 

設定徽 C 


み 

設定挪で 

現在約 



♦ 設定温度は8日でです。 7日〜9日でに調節できます。 

温度の表示はめやすです。 

• 食品の分量は約1日日〜5日日 g です。 

• 出力6日日 W のレンジ加熱です。 

•手動で加熱する場合の時間のめやす。吟44ページ 


ごはん•おかずをあたためる 0 


/(\ 


い方 


自動調理あたため 
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でを上びりの温度を選ぶとを 


スタート後2日秒じ(内（ランプ点な中）に 
巧^を押して、設定温度を選ぶ 

最初の設定は 80 む。 

7 日〜 90 む-日む単位 
で設定でさる。 



(お知らせ） 

庫内温度が高いときは、 
変更でさません。 


下記の食品は \ 

、それぞれのキーであたためる/ 

■牛乳-お酒-コーヒーなど 
今 I のみらの I (18 ぺージ） 

( 友たためでは沸騰した D 、>| 

V 上手に加熱で定ない J 

■肉まん-あんまん-パン 
■►手動に^ reoowj で様子を見なび 

ら力日 熱 （44 ぺージ「あたため」） 

を肉まん、あんまんは水をふってか5加熱 
(あんが先に熱くなるので注意する） 


ラップをずるちの 


ラップをしないちの 


>分量び多いとさ 

>あたためると飛び散って庫内びミちれるとき（カレー等） 
>ラップは、食品部はゆったりと、容器の而ち 
はぴったりおおう（ラップの破裂防止のため） 

野粟炒め、焼きそば 
野菜の煮らの、焼さ魚 

冷凍ごはん 
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IAI 


カレー、シチュー 

加熱後、混ぜる。 


み 

廬 


ごはん、ピラフ 

しっとり仕上げたい 
とさは水をふる。 

汁らの （ 1人分） 

みそ汁-すまし汁- 
スープ 

少しかける。 


しゆうまい 

八ンバーグ 


冷ず品について 

■容器を使わないとあたたまりません。 

タッパーなどの軽い容器のときは、温度巨） 
で高めに合わせたり、手動レンジ r 目 00 W 」 
で様子を見なが S 加熱します。 

■食品を上手に仕上げるため、パッケージに記 
載された調理時間より長くなることがありま 
す。 

■クリームコ□ッケのよラな中身のやわ6か 
い物は、中身び出てしまラことがあります。 

上手な加熱のコツ 

■ノ（ッケージに並べ方が記載されているときは、 
その並べ方にする。 

■ピラフなどのご飯類、スパゲティーなどのめん 
類は、加熱後かき混ぜる。 


上手な加熱のコツ 

■食品の量にあった大きさ（重さ）の、陶磁器、 
耐熱性の容器を使ラ。今1日ページ 
/タッパーなどの軽い容器のときは、區團巨）、 
I で高めに合わせたり、手動レンジ 「 MOW 」 
、で様子を見なが S 加熱する ノ 

■食品は高さが均一になるように盛りつける。 

/食品が薄くて平 S な物のとさや少量 (100 g \ 
下）のときは、手動に^ reoowj で様 
、子を見なが6加熱する ノ 

■加熱の途中や終了後に、かさ混ぜや裏返しを 
する。 


使い方 


自動調理あたため 
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牛邦 • お酒などのみちのをあたためる % 


■gagfiii 啟1 



♦ 設定温度は6日でです。 4日〜8日でに調節できます。 

温度の表示はめやすです。 

• 食品の分量は！〜4杯までです。 

• 出力6日日 W のレンジ加熱です。 

• 手動で加熱する場合の時間のめやす。今44ページ 


食品を入れる 

牛乳はマグカップに、 

お酒はとっくりか 
耐熱性のコップに入れて 
丸皿の中央にのせる。 

mamsB 角皿ははずす。 



2 を押す 


>でさ上がりの温度を選ぶとさ 
今19ページ 

角霉を押して温度を選ぶ。 

お酒をあたためるとさは、 

已〇〜55むに設をする。 



つ0^を押ず 


庫内の溫度が高いと 

表示部に「6日日 W 」 び表示 
されます。 

/赤外線センサーび使え\ 
ないため、温度の設 
定-変更はでさませ 
、ん。 

1^ 赤外線センサーに 
88! っぃて今9ぺ-ジ 



加熱がスタート。 

加熱表示し、 

20秒後、現在温度を表示。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 

(容器や取っ手も熱くなっていることがあるので気をつける) 

参もっと熱くしたいとき 

手動 [[7 ク巧 r 6 oow 」 で様テを見なびら加熱する。 


使い方 


自動調理のみをの 
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でを上びりの温度を選ぶとを 

スター ト前か スター ト後20秒内（ラン 
プ点灯中）に巧を巧して、設定温度 
を選ぶ 


レンジ 


號 


撕で 


最初の設定は60で。 
4日〜80で•己で 
単位で設定でさる。 


(お知らせ） 

庫内温度が高いときは、変更できません。 



上手な加熱のコツ 

■ 1杯分の分量のめやす 

•牛乳=約 200 m L 

•お酒=約 180 mL 
( 1 mL = 1 cc ) 

•容器の約8分目をめやすに入れ 
る。 

• 容器に対して少量しか入れない 
と、仕上びり温度び高くなり、 
沸とうする場合びある。 

■分量にあった容器を使う 

♦容器の大ささ、形状、材質によ 
り、仕上びり温度びかわる。 

♦とっくりは背の低い物を使う。 

• 牛乳ビンや紙パックでの加熱は 
しない。 


■加熱後は 

かさ混ぜる。 

■首のほそいとっくりは 

上1/3をアルミホイルで 
おおって、しっかりと 
押さえる。 

■丸皿への並べ方 
(中央に寄せて置く） 



アルミホイル 



2杯 3杯 



使い方 


自動調理のみちの 
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巧や魚を解凍ずる 


■gagfiii 段分 




とりけし）（卜-スト) 


盤 


( 両面才ーブン、 

V グリル予爵あり 2 度巧し/ 

( 出力•温度•化上がり、稱ま、 

I \/ J へ J U: 品 J 

(^10 分1分10秒 ）（ 脱臭） 


>食品の分量は約1日日〜8日日 g です。 

>出力1日日 W 相当のレンジ加熱です。 

>手動で加熱する場合の時間のめやす。今44ページ 


食品を入れる 


ラップをはずし、スチ□ール 
トレーごと丸皿にのせる。 

mmma 

角皿、ラップ、飾りははずす C 



2 (§) を巧す 

肉は 1回 巧ず 


さしみは 2回 巧ず 


辭凍 


解凍 

1 


J 

( 


1 : 


>仕上がりの調節をしたいとさ 今にページ 
仕上がり曰願め) または© (強め) を選沉 


3 


(黯 毒/スタ- 卜) 


を巧す 


加熱がスタート。 

表示部 I 拥日熱表示し、「解凍」び点滅。 
20秒後、残り時間を表示。 


( :お知 S せ） 

■容器を使ラと、重さび 
増えるため、加熱時間 
が長くなり、解凍しす 
ざになります。容器を 
使ラときは、ラップを 
はずし、手動レンジ 
に 00 W 」 で様子を見なび 
6解凍します。 

今30ページ 
■食品の形状-初期温度 
によっては部分的に煮 
えることびあります。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 

•もっと解凍したいとき 

に 00 W 」 で様子を見ながら加熱する。 


手動 r レンジ 1 1 

mmnwB 


庫内や丸皿が熱いとさは、 
(約巧分） 


ドアを開けて冷やしてか！5使う。 


使い方 


自動調理巧10^ 
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スチ □ ールトレーのとき 

吟ラップをはずして 
スチ□一 J レトレーごと 
丸皿にのせる。 



ラップ包装のままのとき 

今付属の丸皿に直接のせ、 

I 仕上びり I の(弱め)を使う。 



G 义の場合、自動ででさません) 
手動に乏到に 00 W 」 で様子を見なが5解凍する 

•食器にのせて解凍ずるとき 
今ラップははずす。 

参スチ□ールトレーがないとき 
吟付属の丸皿にラップを広げ、 
その上に食品をのせる。 

•冷凍室か5出してしば5 く時間の 
たつたちの、溶けかけているちの 


肉：解凍を 1回 押す 
♦解凍後、加熱調理するとさなど 
(ほぐせる 全解凍 仕上がり） 



薄切り肉 

冷凍時に、でさる 
だけ重ねないで平 
らにする。 


さしみ：解凍を 2回 押す 
• 解凍後、そのまま生で食べるときなど 
(包 T で切れる 半解凍 仕上がり） 

まぐろ•切り身魚 

厚さび均一でない 
とさは、薄い部分 
にアルミホイルを 
J 巻く。 




ひさ肉 

冷凍時 I し、 薄く平 
らな形にル分けす 




かたまり肉 

側面にアルミホイ 
ルを巻く。 

仕上がり©(強め) 

を使う。 



えび 

冷凍時に、重ねな 
いで平らにする。 



IJC^S 

頭、尾などの細い 
部分にアルミホイ 
ルを巻く。 


使 

い 

方 


とり肉 

骨付さのちも肉は、細い部分にアルミホ 
イ J レを巻<。 


上手な解凍のコツ 

■厚みのある物、かたまり肉などは 
側面にアルミホイルを巻く 

側面だけ早く解凍されるのを防ぐことびで 
きる。また、 I 仕上びり I 巨)(強め) を使う。 


mmma 

アルミホイルを巻くとさは、 

丸皿か!5はみ出さないように巻く。 
庫内の壁に触れると、火巧の原因。 


■細い部分、薄い部分にはアルミホイル 
を巻く 

解凍のしすぎを防ぐことびでさる。 

また、薄い物は 仕上がり曰(弱め 促使う。 


白 

動 

調 

理 

m 

巧 


■ホームフ U —ジングは 

•新鮮な物を選ぶ。 

•飾りや敷さ物は取除く。 

• 1 回分（約 200g) ずつに分けて、約 
3 cmi ^ 内(し厚さをそろスる0 
•空気を抜さ、ラップなどで密封する。 


■冷凍室か！5出してすぐに解凍 

潮ブかけている物、 lOOg 未満の物は、解凍 
しすぎを防ぐため、手動に乏 Er 2 oow 」 
で様テを見ながら解凍する。 
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野巧をゆでる 


( I ゆでちの 1) 




( 出力•温度•任上びり、解凍\ 

I \/」へ J 吵 J 

(^10 分1分10秒)脱臭) 


>食品の分量は葉菜が約1日日〜日日 Og 、 根菜が約1日日〜6日日 g です。 
>出力6日日 W のレンジ加熱です。 

>手動で加熱する場合の時間のめやす。今44ページ 


1 


食□□を入れる 

① 食品を洗い、水気を残したまま 
ラップでピッタリ包む。 

⑥直駭丸皿にのせる。（容器は使わない) 

• Mna 角皿ははずす。 



2 (§) を巧ず 

葉•花-果菜は 1回 巧ず 


根菜は 2回 巧ず 


レンジ 


レンジ 

Sfflw 

1 

[() 


Sffiw 

、 1 


>仕上がりの調節をしたいとさ 今にページ 
仕上がり曰願め) または© (強め) を選沉 


つ(0^を押す 


加熱がスタート C 

表示部は加熱表示し、「レンジ」び点滅。20秒後、残り時間を表示。 


( :お知 S せ） 

■加熱中など、ドアの内 
側びくちることがあり 
ます。 

ドアの内側に露がつき、 
床にたれたとさは、巧 
でふいて < ださい。 
■容器を使うと、重さが 
増えるため加熱時間び 
長くなり、焦げ•発 
煙-発火の原因になり 
ます。 

野菜はラップに包み、 
直接、丸皿にのせてく 
ださい。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 

•加熱がたりないとを 

手動に^ reoowj で様テを見なびら加熱する。 

(再度、 I ゆでらの I で加熱しない。 > 

I さつまいもなどは加熱しすざとなり、焦げ’ 発煙. 発火の原因 ‘ 

•幻腳 a 

■丸皿び熱いときは、冷やしてか6使う。 


■少量 （ lOOg 未満）や、すでに加熱されたものは、 巧)でもの 1 ま使わない。 

手動に抓日 W 」 で様子を見なび S 加熱する。 

■さつまいちは、含まれる水分が少なく、焦げ•発煙•発乂しやすい食品な 
ので、細くルさいもの （ lOOg 未満）や保存などにより乾燥しているものは、 
手動巧 reoowj で加熱時間を短めにして、様子を見なが6加熱する。 


使い方 


自動調理ゆでをの 
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洗ってラップに包み、丸皿に直接のせます。（容器は使わない） 


案.花.果菜 

(ゆでらのを 1回 押す） 

ブ□ツコ ij —. 力 IJ フラワー 


根菜•乂の通りにくい物 
(ゆでらのを 2回 押す） 

じやがいを • をつまいを 




ル房に分けて太い部分に 
切り込みを入れる。 

なず 


加熱後、 約日分 庫内でむ 
らす。 

かほちや 


m が 

加熱後、水にさらしてアク大ささをそろえて平らに 
を抜く。 し、ラップに包む。 


ほうれん草•キャベツ•白菜など 


と5をろこし 




茎と葉を交互に重ねてラッ 
プに包む。アクの強し作勿は、 
加熱後、水にさらしてアク 
を抜く。 

グリーンアスパラガス 


.心-.マ、， W 

パ中 

皮をむいてラップに包む。 
(はじける音びするとさび 
ある。） 


容器を使うとさ- 
細か<切ったもの- 
少量のとさ 

吟手動尼客罰 r 6 oow 」 で 

様テを見ながら加熱する 

( ： お知らせ） 

薄く切ったもの、小さく切った 
もの（にんじん、ミックスべジタ 
ブルなど）の少量加熱は、火花 
が出ることがあります。耐熱容器 
に入れ、ひたひたの水を加えた 
り、様子を見なが!5、手動レンジ 
r 抓 0 W 」 で加熱してください。 


例） 


玉ねをのみじん切0 


中]コ （200 g ) =約4分 
加こを しないで加熱する。 

にんじんのスライス 



中]本 (1 日日 g )= 約8〜1日分 
ひたひたの水を入れ、ゾ3、 
たをして加熱する。 



根元の固い部分の皮をむ 
く。穂先と根元を交互に 
重ねて、ラップに包む。 
加熱後、水にさらして色 
止めをする。 


上手な加熱のコツ 

■洗ったあとの水気を残したまま加熱する。 

■厚さや大ささをそろえて加熱する。 

■加熱の途中で、裏返しやかさ混ぜをすると、加熱ムラが少なくなる。 
■ほラれん草やなすなどアクの強い野菜は、加熱前や加熱後に水にさ 
6してアクを抜く。 

こんなメニューのとをにら便利 

•コ□ッケ吟じゃがいも…水っぽくな6ず、コ□ッケの形を整えや 

す < なります。 

• マーボーなす今なす…妙めるとさ、油の量を減6せます。 
•かぼちゃの煮物今かぼちゃ…煮込みの時間が短くでさます。 


使い方 


自動調理ゆでをの 
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自動メニューで調巧ずる 


(L 卜ース H/ 席なトースト I ) 



• 食品の分量は、食ノじ！〜2枚です。 

♦ 時間はトーストが約4〜目分、冷凍トーストが約日〜7分 
です。（グリル加熱です） 

♦ 手動で加熱する場合の時間のめやす。今44ページ 


1 


丸皿をはずし、食パンを 
回転アミにのせる 

•a 腳 !■ 

角皿、丸皿ははずす。 



1枚は片側に寄せる 
(中央は焼けない） 


2 ©または (§) を押す 

1枚は 1回 巧ず 2枚は 2回 巧ず 




>仕上がりの調節をしたいとさ今 12ページ 
仕上がり曰願め) または© (強份 を選ぶ。 


q (^9 を押ず 


加熱がスタート。 

表示部は加熱表示し、「グ IJ ル」び点滅。20秒後、残り時間を表示。 


•a 曲 MB 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 

•ちっと焼さたいとさ 


庫内に落ちたパンくずは早 
めにふき取る。 

(お知らせ） 

■表と裏の焼さ色は異な 
ります。 

■予熱は必要ありません。 


手動画面グリル I で様テを見ながら加熱する。 


上手なトーストのコツ 

■焼き色はパンの種類、厚さなどによ 
り異なる。 


■回転アミへの並べち 


お好みに合わないときは、 世上がり I 
曰(弱め) EX 強め)で調節する。 


inn[\ 
q □け 

吕影 






1 枚回歐ソ’三 2枚 


使い方 


自動調理卜—スト/を凍卜—スト 
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自動メニューで調巧ずる 

(I 八イブリツドメニュー I) 


A イブリツド加熱 



f ホ方•温度 ’ tt 上びり、凍、 

い」へ；知 J 



一0一 


10分 

1分 

10抄 


CSD 

角皿、金属製の容器、 
アルミホイルは使わない。 
(火花の原因） 

(お知!5せ） 

■メニュー番号とメニュ ー 
名はドア下側にあります。 
■設定温度の変更はでさ 
ません。 

■予熱は必要ありません。 


W □ 替 


1食品を入れる 

I 食品を丸皿にのせる。 

fani 角皿ははずす。 


2獲)を押してメニュー番号を 
「3.茶わんむし」 に含わせる 

押すごとにメニュー番号び 
「り 一「2」一「ミ」にゎ化る。 


•仕上がりの調節をしたいとさ 
吟12ページ 
仕上がり幻(弱め） 

または B 猫め) を選ぶ。 



3 を巧す 

加熱がスタート。 

表示部は加熱表示し、「レンジ」と「オーブン」び 
交互に点滅。20秒後、残り時間を表示。 

加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 


使 

い 

方 


g 三ユ- / ふんわりケーキ 



ふんね0ケーキ 


今47 ページ 


義ュ - 3 茶わんむし 

茶わんむし 



吟62 ぺージ 


トニュ - 1 

番号 0 

手作りグラタン 

\ 


マカ□ニグラタン H 

►日6ぺージ 


ほうれん草とさけのグラタン H 

►日6ぺージ 


チキンドリア H 

►已 7 ぺージ 


ラヴニア H 

►日 7 ぺージ 

* 市販のオー 

-ブン用-レンジ用グラタンは、 

「2.手作りグラタン」 では調理できません。 J 


理 

A 

>r 

ブ 

U 

ツ 

メ 
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し ! ヘルシーフライ 


エビフライ ■►日4ぺージ 

さけフライ ■►日4ぺージ 

とりのから揚げ ■►日5ぺージ 

ベジタブルアラカルト-►日日ぺージ 
フライドポテト 今日5ぺージ 


S ュ —S クッキ_ 



型抜さクッキー 吟49ページ 

チヨコチップクッキー " Mg ぺージ 



C かんたんピザ 


かんたんピザ 今53ページ 

かんたんピザのバリエーション今53ページ 
冷凍ピザ 今53ぺージ 


い 

ち 


自動メニューで調理ずる 


(I オートメニュ ー]) 





側目就&婚&控設辑(^|§)離 


食品を入れる 

食品を丸皿にのせる。 
OHI 角皿ははずす。 


2 ©を押してメニュー番号を 
「5.かんたんピザ」 に台わせる 

押すごとにメニュー番号び 
「う」一「日」一「ミ」にかわる。 


•仕上がりの調節をしたいとさ 
今12ページ 
仕上がり0願め） 

または B 猫め) を選ぶ。 



q を押ず 


(お知らせつ 

■メニュー番号とメニュ 
一名はドア下側にあり 
ます。 

■設定温度の変更はでさ 
ません。 

■予熱は必要ありません。 


加熱がスタート。 

表示部は加熱表示し、「オーブン」び点滅。 
2分後、残り時間を表示。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 


自動調理 才—トメニユ— 
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自動メニューで調巧ずる 


(I ろばた網規を I ) 



揉嫌/スタう（。みちの) 

(とりけし） トスト) 

/パ）@ 


鑑 


/"両面才-ブン、ゆでもみ 
V ブリル」?赚訓 ij '^11； 



〇 


10分 

1分 

10妙 


'脱胃 ‘ 


側自回 n 巧令を替 


食品を入れる 

丸皿にグリル網をのせ、食品をのせる。 
t な應 11 M 角皿ははずず。 


2 (§) を巧してメニュー番号を 
「7. □—ストチキン」 に台ねせる 


押すごとにメニュー番号び 
「7」一「8」一「9」にかわる。 


•仕上がりの調節をしたいとさ 
今12ページ 
仕上がり幻(弱め） 

または B 猫め) を選ぶ。 



拉画 D ~ 

角皿、金属製の容器、 癌 藻^ ホ巧ホ 

アルミホイルは使わない0 ^ ソ 


(火花の原因） 

(お知らせ） 

■メニュー番号とメニュ 
一名はドア下側にあり 
ます。 

■設定温度の変更はでさ 
ません。 

■予熱は必要ありません。 


加熱がスタート。 

表示部は加熱表示し、「レンジ」と「グリル」び交互に点滅。 
20秒後、残り時間を表示。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 


ュ-リ □ーストチキン 

とりの照り焼さ 吟閒ページ 

□ ーストチキン 吟目日ぺージ 

スペアリブ 呼目日ページ 

1/、イブリツ™熱です I 焼さとり ^目日ページ 



義ュ_ 1二1 焼き魚 


さけ焼さ 
あじの開さ 
えびの塩焼さ 
I 卜夕-] B 熱です I いか 祈ご 

令凍品は、解凍してから調理します。 



今日8ページ 
今日8ページ 
今日8ページ 
今日8ページ 


Q フライ再加熱 


メニユ ー 

番号 _ 

(ラップ•包装ははずす） 

•調理済みのフライなどをヴクッと 
仕上げます。 

I 八イブリッド加執です I •食品の分量は約1日日〜3日日 g です。 

• 手動で加熱する場合の時間のめやす。 

今44ページ 

^ 上手な加熱のコツ） 



■厚みのある物は 化上がり 1 に)(強め）を使う。 

■薄い物やクリームコ□ッケのよラな中身のやわ S か 
い物は I 仕上がり1 01(弱め）を使う。 


使い方 


自動調理ろばた網焼を 
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お好み温度にあたためる 0 


■gagfiii 段分 




とりけし）（卜-スト) 


鑑 


( 両面才ーブン、 

V グリル予爵あり 2 度巧し/ 

( 出力•温度•任上がり、稱凍'、 
I \/ J へ； U さた J 

(^10 分1分10秒 ）（ 脱臭） 


>赤外線センサーを使い、食品の仕上がり温度をお好みに設 
定でさます。温度の表示はめやすです。 

>設定でさる温度は一1日〜9日で 、 食品の分量は約日日〜5日日 g 
です。 


食品を入れる 

容器に入れて丸皿の中央にのせる。 
g 就潮 HI 角皿ははずす。 


2 @を押す 


3 巧ず 巧を巧して、 
お好みの温度 I し 
台わせる 

一1日〜日むは2む単位、 

日〜90むまで日む単位で 
設定でさる。 

4 (^9 を押ず 

加熱がスタート。 

加熱表示し、 

20秒後、現在温度を表示。 
(スター ト後の温度の変更は^ 
なでさません ノ 




0 


ホ外線センサーに 
ついて 今9 ぺージ 


上手な加熱のコツ 

吟17ページ 
■ふたは使わない。 

今9ページ 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 

庫内の温度が高いと（ホット表示） 



I お好み温度 I を押すとブヴ~び鳴り、ホット表 
示となって使スません。 

I とりけし I を押し、ドアを開けて庫内び冷め 
るのを待ちます。（約15分） 

ただし、 お好み温度 似外はすぐに使えます。 


使い方 


手動調理巧好み♦日 ♦Ig 
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くお好み溫度と食品のめやす> 



X — J 

カレー • シチュー 

•加熱後、混ぜる。 


ごはん 
みそ汁 



バター•チョコレート 
(溶かず） 

•バターは、約3 cm の角切りにする。 

べビーフード 

•容器に移しかえて加熱する。 

•冷凍したちのは、あたためられません。 
•赤ちゃんに与える前に必ず温度を確かめる C 


バター.クリームチーズ 
读 5 かくずる） 


アイスクリーム（柔 5 かくずる） 

•分量ま12日〜日日日 mL にする。 
•容器の店\た（内ぶたち）は必ず取る。 


* ベビーフードの、]回に加熱できる量は6日〜13日も 


くお好み温度表示〉 
(本体） 

* ドア下側にあります 


お巧み温度 


20 40 50 60 


80 90で 


アイス バターベビー 酒かんミルクおかす スープ 
フード ごはん カレー 


•設定でさる温度 


90 


パン•ピザなどの 
あたために 


使い方 


手動調理巧好み♦日度 


ごはん•おかずの 
あたために 
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レンジで調理ずる 


(nooowj reoowj r 邮 wj r レンジ発醉 j ) 



上手な加熱のコツ 

今17ぺージ 
■加熱時間は、食品の 
量が2倍になると2倍 
弱になる。 

■加熱時間を短めにし、 
途中ででさばえを見て 
調節したり、かさ混ぜ 
たり裏返す。 

■煮こみのとさ 
•ふさこぼれを防ぐため、 
必ず深めの耐熱容器を 

イ击う 

♦ふたがないとさはラ 
ップをかける。 
•落としぶたは、耐熱容 
器よりもひとまわりル 
さめの皿やオーブンシ 
-卜でちよい。 


•レンジ出力は「1日日 0 W 」、 reoowj . に日日 w 」、 「レンジ発酵」が選べます。 
♦設定でをる時間は、「1日日 0 W 」 が1日秒〜5分、 「 MOW 」 が1日秒〜2日分、 
に日日 W 」 び1日秒〜9日分、「レンジ発酵」が1日秒〜2日分です。 


食品を入れる 

丸皿に食品をのせる C 


t 就す拥1 角皿ははずず。 


2とづを巧ず 



Q 巧ず 巧 を巧して 
出力を台わせる 


4 运を 区)を押して 
時間を合わせる 

20分む上は分のみを表示。 

を押す 

加熱がスタート。 

残り時間を表示。 

加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 




够 


顧 W 


み城 


mmnwB 

■丸皿び熱いとさは、耐熱性のない容器やラップ包装した食品などをのせない。 
溶けたり、変形の原因。 

■少量 （ lOOg 未満）のものは、安全のためレンジ出力が落ちることがある。食 
品の量にあった大きさ（重さ）の容器を使い、手動に目 00 W 」 で、様子 
を見なが6加熱する。 


(お知!5せ） 

加熱中など、ドアの内側がくもることがあります。ドアの内側に露びつさ、 
床にたれたとさは、巧でふいてください。 


使い方 


手動調理レン U シ 
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両面グリルで調理ずる 




付属品は、メニュー集ま 
たは市販の料理ブックに 
したがラ。 



と。 けし） （卜 -… 

レンジ)（戲) 

磊^ 


お巧み 
温度 


両面 

グリル 


( 出力•温度‘な上びり、 

い_[へ； U : 品 J 

(^10 分1分10秒 ） 【脱臭） 


♦ 表面を焦がす料理などに使います。 

♦ 3日日での高溫で加熱します。(溫度の変更、予熱はでさません。） 
♦設定でさる時間は1日秒〜30分です。 


食品を入れる 

丸皿または角皿に、食品をのせる。 

mmma 

丸皿を使うとさは、角皿ははずす。 
角皿を使うとさは、丸皿ははずす。 


2 を巧す 



〇运 を臣) を押して 
U 時間を台わせる 

20分 iU 上は分のみを表示。 


4 を押ず 

加熱がスタート。 

残り時間を表示。 

角皿を使ったときは 

■様子を見なが S 、 途中で手前と奥を入れ 
かえると均一に加熱でさます。 

■角皿を入れかえるめやすは、全体の調理 
時間の約7割が経過した6入れかえます。 



蛾 レ 

蔬ぉりで 

傅城 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 


使い方 


手動調理両面グリル 
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(予熱ぁり） 

r ^ 

予熱のとをは、角皿、 

丸皿、食品は入れない。 


オーブンで記巧する 



(とりけし） スト) 

ノンう减 


鑑 


/両面才-ブン、でもの、 

V グリル j 品画ソ Uiiy 

( 出力•温度•仕上びり、稱ま'、 

I v J へ； U 品 J 



〇 


10分 

1分 

10秒 


•予熱が必要なメニューのときに使います。 

•設定でさる温度は1日日〜25日で、時間は1日秒〜6日分です。 
•予熱は自動的に行います。予熱時間は約6〜12分です。 


1 I お為を 2 回} 甲す 

CSD 

丸皿、角皿ははずす。 


P 巧ず 巧 を巧して 
温度を合わせる 

] 00〜2加。 C、 

]0む単位で表示。 

Q (^9 を押ず 

予熱がスタート。 

加熱表示し、 

20秒後、現在温度を表示。 




(お知らせ） 

現在温度は、庫内のおよその温度です。 
途中でドアを開けたとさなど、表示と 
実際の温度が異なる場合があります。 



予熱終了 予熱終了音び鳴る 

30秒ごとにブヴーび鳴り、 

20分間は保温している。 


(お知らせ） 

保温が終了すると続けて操作でさない。 
手順1か！5やり直す。 



使い方 


手動調理才—ブン(モ熱あり) 
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4食品を入れる 

丸皿または角皿に食品をのせ、庫内にセツトする。 

A 注意 

予熱後は、庫内が熱くなっているので、 

やけどに注意する。 

'オーブン ' 

離の口 C 

馬1 を 1苗 を押して 

'オーブン ' 

時間を含わせる 

醜の口で 

20 分な上は分のみを表示。 

担 術, 

6 を押す 

U 加熱がスタ-卜。 

残り時間を表示。 

ォ 7| ミン ' 

離 tfJjljC 

角皿を使ったときは 

■様子を見なが 6、 途中で手前と奥を入れかえる 

im 


と均一に加熱でさます。 

■角皿を入れかえるめやすは、全体の調理時間の 
約 7 割が経過した 6 入れかえます。 

•途中で温度を変更したいとさ 

巧防を巧して温度を合わせる 



加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 


上手な加熱のコツ 

■ガスオーブンや市販の斜理ブックでの作りちの温度や時間に合わせた場合、 
仕上がりがよくないことがある。 

次回からはお好みの仕上がりになるように温度や時間をかえる。 

■調理中は、ドアの開閉は控えめに。（庫内温度が下がる原因） 

■加熱後は、焦げを防ぐため、すぐに取出す。 

オーブン（予熱あり）のコツ 
庫内温度が下がると、仕上がりが悪くなる。 

•予熱中にドアを開けない。 

•予熱後は、でさるだけ早く食品を入れて、加熱する。 


使い方 


手動調理才—ブン(予熱あり) 
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(モ熱なし） 



(とりけし） ( h ^ 


鑑 


両面 

ブリル 


^ ( S ) 

でちの、 
I 1.案菜] 
\、 2 根菜ノ 




( 出力•温度 ’tt 上びり、解凍、 

I \/」へ；岐 J 



〇 


10分 

1分 

10秒 


食品を入れる 

丸皿または角皿に、食品をのせる。 

CSSI 丸皿を使うときは、角皿をはずす。 

mu を使うときは、丸皿をはずす。 


2 を押す 


つ 巧ず 巧 を巧して 
温度を合わせる 

発酵40む •] 日日〜 2 Krc 、 
10で単位で表示。 

咬 西 ホ t 甲して 
時間を台わせる 

20分 iU 上は分のみを表示。 



( :お知 S せ） 

温度と時間どち6か6 
でち合わせることがで 
さます。 

上手な加熱のコツ 

今33ぺージ 


片を押す 


加熱がスタート C 

残り時間を表示。 

•途中で温度を変更したいとさ 
(発酵は変更でさない） 

@巧を押して温度を合わせる 


し 角皿を使ったときは つ 

■様子を見なが6、途中で手前と奥を入れかえると均一に加熱できます。 
■角皿を入れかえるめやすは、全体の調理時間の約7割が経過した 
6入れかえます。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 



阿 


設定 ので 



付属品は、メニュー集に 
したがラ。 

^ y 


•設定でさる温度は1日日〜25日で、時間は1日秒〜6日分です。 


オーブンで調巧する 


使い方 


手動調理才—ブン(モ熱なし) 
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mmavB 

丸皿を使うとさは、角皿ははずす。 
角皿を使うとさは、丸皿ははずす。 


2 なぶ)を J 甲ず 


>温度を30でに設定するとき 

温度过 を巧す 


Q 0 ち 苗を押して 
時間を合わせる 

2日分な上は分のみを表示。 


yj を押ず 

発酵がスタート。 

残り時間を表示。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 




( :お知らせ） 

夏場や冬場など室温の高低や、庫内に入れる食品や容器に 
よって、発酵中の庫内の温度が変わってきます。 

食品の様子を見なが！5発酵の温度-時間を調節してください。 


• ) \°ン生地の発酵に使います。 

• 設定できる温度は3日でと4日で、時間は1日秒〜6日分です。 


食品を入れる 

丸皿または角皿に、食品をのせる。 


(発醉） 

ニュー集または市販の、 
料理ブックにしたがって、 
丸皿または角皿を使う。 



オーブンで記巧する 



使い方 


手動調理才—ブン(発酵) 
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お手入れ 


お手入れのときにはち全のため、次のことを必ずお守りください C 


f 么警告 ] 

電源プラグを抜く 

运 

プラグを抜く 

J 

• めれた手で抜差ししない。 

感電-けがの原因 


mamjg 


■本体の周囲も清潔に 


ん—三 


■巧やスポンジとうずめた台所用中性洗剤を 
使い、次の物は使わない 

傷*さび-ドアのひび*割れの原因。 

• みびさ粉•クレンヴー（丸皿には使える） 

スポンジのナイ□ン面など 
•アルカリ性や酸性の洗剤 
• 揮発性の溶剤や薬品 ナィ□ン围 

オーブンク U —ナー-好油， 

ガソ IJ ン.ベンジン.シンナーなど 


IcM 丈んの 

變 


-脱臭 (庫内のにおいが気になるとき）- 

庫内に脱臭コーティングびしてあり、ヒーターの高温でにおいをやわらげます。 

庫内に巧れがついていると、落ちにくくなるので、ふき取ってか5行ってください。 

1 庫内をカラにして 
ドアを閉める 

mmawB 

丸皿、角皿ははずす。 



懲 

離う/スタ-り もの) 

スト) 
f ちま^ 

スジ 

でちの、 

11.裏ま J 
根巧ノ 




鑑 


レンジ 


両面 

ブリル 


才-ブン、 

獅り腳し> 


( 出力’温度’任上びり'^ 稱凍、 

い」へ j 知 J 

(^10 分1分10妙 ） I 脱臭) 


2容 


を巧ず 

脱臭がスタート。（約10分） 

加熱表示し、20秒後、 

残り時間を表示。 


、I ノ 


み 

終了 


終了音び鳴る 




f ■こまめにお手入れ 

巧れたままではちれび落ちにくくなった 
り、火花•煙•さび•腐食-ドアのひ 
、 び*割れの原因。 


么注意 

加熱中や加熱後は、高温部（庫内-本体-天面 • 
回転アミなど）に触れない。 

高温のため、やけどの原因。 


么注意 


本体が冷めてか！ 5 巧う 

〇 

本体を;令ます 

J 

やけどを防ぐため 


お手入れこさは 
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本巧 


かた < 絞った柔 S かい巧でふ< 

汚れびひどいときは、 うずめた台所用中性洗剤を 使う< 


必ず、洗剤をよく而さ取る C 


庫内 

* 巧れを而さ取った跡び 
残りますび、ご使用上 
さしつかえありません。 

脱臭 コーテ イングがして 

ある。 

• コーテイングを長持ち 
させるために、固い物 
でこすらない。柔らか 
い布で而く。 

•庫内のにおいび気にな 
るときは、脱臭を押す。 

今36ページ 


底面 

回転ア S をはずして而く。 

回転アミをはずすとさは、真つすぐ 
上に引き抜く。 

もとに戻すときは、弓至く押し込まない。 
故障の原因。 


上 じーター 

金属タワシなどで強く 
こすらない。 

強い衝撃を加えない。 
ガラス管の1帆の原因。 



外観 

■ドア-操作パネル 

油汚れを残さない。 
ひび-割れの原因。 

うすめた台所用中性洗 

剤を使ラ。 

■吸気 □ 今10ページ 

性能を維持するため、 
ほこりびつかないよラ 
に、乾いた布で定期的 
に而く。 


電波出 □ (カバー） 


巧れをつけたまま使わない。 

^ 焦げ•火花の原因。 ^ 

金属タワシ、めれた布などで強くこすらない。 
傷*破れの原因。 

* 巧れびひどく落ちないとさは、販売店にご 
相談のうえ、電波出□のカバーを交換して 
ください。（有料） 


付属品 


スポンジなどでこまめに洗い、水気をふ< 

•巧れはすぐに而さ取る。 

•丸皿の落ちにくい巧れは、クレンヴーでこすり落とす。 
巧れたままで加熱すると落ちにくくなり、焦げつさ-変色 


火花の原因。 


丸皿の焼さついた巧れの落としかた 


① ラップを丸める。 

② 液体クレンヴー（ク IJ - ムクレンヴー）を少量つけて、こすり落とす。 

③ 液体クレンヴーを洗い流す。 

CSD 

■金属 タワシなどでこすらない 傷-割れ-火花の原因。 

■角皿は急/令しない 変わの原因。 

冷めるまで待つ。 

万一、変形したとさは、図のよラに調理台などを利用し、 

静かに押して変形を直す。 



お手入れこんなとさは 
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お料巧がラま < でまないとを 



ま般 

自動メニューが 

•重量センサーの日グラム調節を行ってください。吟14ページ 

• メニュー集通りの分量、作り方ですか。 

►違う分量、作り方のとさは、自動では上手にでさません。 

5ま<でまない 

手動で様テを見なびら加熱してください。 

V 

•仕上びりびお好みに合わないときは、慰を（温度-仕上びり）を調 
節してください。 ^ 


ごはん • おかずのあたため 

食品がうまく 
あたたま6ない 

•食品び金属容器*アルミホイルでおおわれていませんか。 

レンジ加熱では、金属容器は使えません。 

•食品の量にあった大きさ（重さ）の陶磁器、耐熱性の容器を使って 
いますか。 

►タッパーなどの軽い容器のときは、温度巨)で高めに合わせたり、 
手動レンジ「郎 0 W 」 で、様子を見ながら加熱してください。 

おたためで 
おたためてを、 

熱< な6ない 

• ;令凍品はあたためを2回押してください。 

• 加こ (陶器やガラス製など）を使っていませんか。 

赤外線センサーびうまく働さません。 

• 食品を中央に置いていますか。 

端に置くと、上手にあたたまりません。 

•食品の量び少なすざたり、多すざませんか。 
lOOg -500 g び上手にでさる分量です。 

•重量センサーの日グラム調節を行ってください。今14ページ 
☆もう少し加熱したいときは、手動レンジ r 目 00 W 」 で、様テを見な 
びら加熱してください。 

おたためで 
おたためると、 

熱 < なりずきる 

•食品の量び少なすざたり、多すざませんか。 
lOOg -500 g び上手にでさる分量です。 

• 食品の量に対して容器び大きすざたり、重くありませんか。 

•重量センサーの日グラム調節を行ってください。今14ページ 

ごはんがめるい、 
あつい 

•食品の量にあった食器を使っていますか。 

• 食品を中央に置いていますか。 

端に置くと、上手にあたたまりません。 

• 温度窗霉 （7 日〜9日む）で調節してください。吟17ぺージ 

ごはんがパヴつ< 

• 加熱前に水を少しかけると、しっとり仕上びります。 

熱いところとめるい 
ところがある 

•カレーなどとろみのあるものは、温度巨)で高め （85 〜9日む）に合 
わせると熱くなります。 

また、加熱後はかさ混ぜます。 

焼を魚の 
身が規び散る 

•ラップをして、様テを見なびら加熱します。 

ノ 


卜ースト 

焼けない 
裏面が焼けない 

V 

•丸皿、角皿をはずしていますか。 

•食パンは回転アミに正しく並べていますか。今24ページ 
• 表と裏の焼さ色は異なります。 

J 
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お料理がうまくでをないとを こ心なとキーよ 


r 

オーブン•グリル 

ち皿調理のとを 
焼をムラが気になる 

•食品の様テを見なびら、途中（めやすは調理時間の7割経過時点） 
で、角皿の手前と奥を入れかえると、均一に加熱でさます。 

J 


ゆでをの 

野窠をゆでると 
でをすをになる 

• 食器を使っていませんか。 

►食品は洗ってラップに包み、直接丸皿にのせてください。 

食器を使うときは、 手動レンジ r 目 00 W 」 で様テを見なびら 
加熱します。 

生っぽいところと、 
でをすぎのところが 
混在する 

V 

• じゃびいもなど2個じ(上ゆでるときは、大きさをそろえて 
ください。 

•ほうれん草などの葉菜類は葉と茎を交互に重ねてください。 

☆さらに加熱したいときは、 手動レンジ r 目 00 W 」 で、様テを見なびら 
加熱してください。属度、 1 ゆで ものは使わない) J 


のみをののあたため 

牛郭が 

熱くなりすきる 

• のみらのを使っていますか。 

あたためでは、熱くなりすざます。 

•重い（厚めの）カップ溶器）を使うと熱くなる場合びあります。 

► 温度过で低めに合わせるか、軽い（薄手の）カップにかえて 
ください。 

•カップに対して牛乳を少量しか入れていないと沸騰することびあり 
ます。カップの7〜8分目まで牛乳を入れます。 

それより少ないとさは、温度幻で低めに合わせます。 

お酒のあたため方が 
わか6ない 

• のみらのを使い温度幻で日日〜5日でに合わせます。 

上の方と下の方では 
温度が違3 

• 加熱後はよくかさ混ぜます。 

•首の細いとっくりは、首の部分をアルミホイルでおおって加熱する 
と上下の差び少なくなります。 


[臟 

食品び煮えた 

•ラップをはずして解凍しましたか。 

• 食品の厚みは均一ですか。 

►冷凍時に食品の厚みを3 下にそろえてください。 

• スチ□-ルトレーを使っていますか。 

► スチ□ールトレーびないときは、付属の丸皿にラップをしき、 
その上に食品をのせて 手動レンジに 00 W 」 で様テを見なびら 
加熱します。 

• 冷凍庫から出してすぐ解凍しましたか。 

►時間びたったり、溶けかけたわのは、 手動レンジに0日 W 」 を 
使い、様テを見なびら解凍してください。 

•食品の形状-初期温度によっては部分的に煮えることびあります。 

お凍不ち 

•食品の量び少なすざたり、多すざませんか。 
lOOg 〜8日日 g び上手にでさる分量です。 

☆さらに解凍したい ときは、手動レンジに 00 W 」 で、様テを見なび 
ら加熱してください。煩度、 解凍は 使わない） / 


お料理がうまくでをないとをこんたとさは 





































故障かな？とおった 6 


修理など依頼される前に取扱説明書をよくお読みの上、次の点をお調べくださし、。 


こんな場合は巧障ではありません。 


• 電源プラグをコンセントに差込んで、ドアを開閉しましたか。 

(電源プラグを差込んだだけでは、表示は出ません。） 

•操作後、日分を過ぎていませんか。 

► ドアを開閉してください。 

表示が出ない 

加熱終了後日分すざると、自動的に電源び切れて表示び消えますび 
故障ではありません。「待機瞭肖費電カゼロ」のため今2ぺージ 


•停電していませんか。 

• 電源プラグび抜けていませんか。 

• 配電盤のヒューズびとんだり、ブレーカーび落ちていませんか。 

(電流容量不足） 

キーを 巧して を 
作動しない 

• ドアは確実に閉まっていますか。 

•操作後、日分を過ぎていませんか。 

►ドアを開閉し、わラー度キーを巧してください。 

「待機時消費電カゼロ」のため今2ページ 

食品び加熱をれない 

• レンジ加熱のとき、食品び金属容器-アルミホイルなどで 
おおわれていませんか。 

•あたため、自動キー、スタートを 押し忘れていませんか。 

•表示部に「デモ」び表示されていませんか。 

(店頭展示用（デモ）モードになっています。） 

► 電源プラグを抜いて、数秒後に再度差込んでください。 

「デモ」び消え、デモモードび解除されます。 

义巧び出る 

•金•銀模様の容器、針金など金属を使った容器を使用して 
いませんか。 

•庫内の壁にアルミホイル、金串など金属び触れていませんか。 
•食品の量びきわめて少なくありませんか。今23ぺージ 


• 電波出□、庫内底面に巧れ（食品カスなど）びついていませんか。 

今37ページ 


•カラ焼さをしましたか。今13ページ 

1 煙が出たり、 

いやなにおいがずる 

庫内の油を焼き切るため、煙やにおいび出ますび、故障ではありません。 

♦庫内やドアの内側に食品カス、油などびついていませんか。 

►庫内のにおいび気になるとさは、巧れを而きとった後で 
脱臭を行ってください。今36ページ 

調理の 

でを上がりが悪い 

•角皿を使うとさは、丸皿ははずしてください。 

• メニューの材料、分量、作り方を確認してください。 

• 加熱中、ひんぱんにドアを開閉しませんでしたか。 

•他の料理ブックを使ったとさ、でさ上びりび多少異なることび 
あります。 

ぉ自動キーの調理びラまくいかないときは、重量センサーの日グラム 
調節を行ってください。今14ページ 

丸皿、回起アミが 
をちに回る 

•回転方向は一定ではなく、左ちどちらにわ回ります。 

丸皿が回6ない 

•丸皿び白いため、回っていないように見えていませんか。 

► 食品を丸皿の端にのせて あたため で確認してください。 ノ 


巧障かな？と思つた6 こんとキーホ 


m 上のことをお調べになって、それで 
も不具合びあるときは使用を中止し、 
必ず電源プラグを抜いてください。 
故障の状況と表示部の英数字（が?、 
9 し R1 、 巧、 E5 、 F3 、 F5 、 PG 、 
P しの、巧、 户 5) をお買上げの販 
売店にご連絡ください。 


ご連描いただをたい内容 


1 . 

2 . 

3. 

4. 


品 名 

形 名 

お買上げ曰 
故障の状況 


(兰菱オーブンレンジ） 
( R 0- M 4 C ) 
(年月日） 
(でさるだけ具体的に） 


* 付属品のお買求めは、お買上げの販売店にご相談ください。 
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こんな場合は巧障ではありません。 

表示部に r デモ J が 
表示されている 

• 店頭展示用（デモ）モードになっています。 

(キーを押しても加熱されません） 

► 電源プラグを抜いて、数秒後に再度差込んでください。 

「デモ」び消え、デモモードび解除されます。 

お巧通度表示が 
設定通度近くになつて 
いるのに、なかなか 
終了しない 

• 現在温度表示は食品のおよその平均温度です。 

まだ温度の低い部分びある場合は、設定温度近<の表示で、 
しばらく終了しないことびあります。 

表示部がくもる 

ドアがくもり、ホ滴が前る 

•冬場やメニューにより、ドアの内側や表示部びくもることびあります。 

► ドアの内側に露びつさ、床にたれたときは、布で而いてください。 

加熱中、加熱をに 
音がずる 

•加熱中の「カチカチ」「カッチン」「ブーン」「ジィージィ ー 」「チリ 
チリ」等の音は、加熱をコント□ール（制御）している音やレン 
ジの動作音で故障ではありません。 

•熱による膨張、収縮でポコッ、キシキシという音び出ることびあり 
ます。 

才 -ブン•グリル雕のとき 
上トタ- が赤くな5ない 

•手前側のヒーターは消費電力び低いため、奥側のヒーターに比べ 
て赤くなりません。 

"あたため-スタート" 
のランプが点滅ずる 

• 加熱するとさは スタート を押してください。 

•加熱の途中でドアを開けると点滅します。 

►続けて加熱するときは スタートを 押してください。 

加熱しないとさは とりけし を押してください。 

加熱終了のブザーが 
鳴6ない 

•音量調節を「鳴らなしりに設定していませんか。吟14ページ 

加熱按了を、 

ブザーが鳴る 

• 「出し忘れお知らせ」を設定していませんか。今14ページ 
食品をすぐに取出さないと、加熱後から]分ごとにブヴーび 
鳴ります。 （10 分間） 

ブザーが鳴 

ホツト表示が点滅ずる 

• お好み温度で 庫内の温度び高いとさに表示します。 

►とりけしを 巧し、 ドアを 開けて庫内び冷める のを 
待ってください。（約15分） 

ただし、 お好み温度 外はすぐに使えます。 

r ム' J の表示が出る 

V 

• 付属品をまちびえていませんか。 

►使ラ付属品をメニュー集で確認してください。 

► 角皿だけの調理のとさは、丸皿ははずしてください。 

►レンジ加熱のときは、丸皿をセットしてください。 

►正しい付属品をセットしてください。 

►月な 臭のときは、丸皿をはずしてください。 

とりけしを 押すと「ム',<」の表示は消えます。 


巧障かな？と思つた5 


こんなとさは 

































手動で加熱ずる場さの時囲のめやす 

加熱時間は、電源電圧-室温-庫内温度-分量-初期温度などで変化します。 


ろばた網焼きメニュー「9.フライ再加熱」 

(因こブ习に〇〇で」 で加熱する） 


卜ースト/を凍トスト(雨面グ IU 啊□熱する) 


解/ま （1 レンジ 

に 00 W 」 で解凍する） 

分量 

ラップ 

加熱時間のめやす 

1. 

肉 

] 〇〇呂 

一 

約]〜 2 分 

200 呂 

一 

約 3 〜 4 分 

300 呂 

一 

約 4 〜日分 

2. 

さ 

し 

み 

] 〇〇呂 

一 

約 30 秒〜]分 

200 呂 

一 

約]〜 2 分 

300 g 

一 

約 2 〜 3 分 


ゆでらの ([b^ reoowj で加熱する ) 


食品の様子を見ながら加熱してください。 

あたため ([ LcTy ] r 目日 0 W 」 で加熱する） 


メニユー 

ラップ 

分 量 

加熱時間の S ) やす 

ごはん 

一 

] 人分 (150 g ) 

約日日秒〜1分3日秒 

ピラフ 

一 

] 皿 （250 g ) 

約2分〜2分3日秒 

しゆうまい 

一 

1日コ （22 日 g ) 

約2分〜2分3日秒 

焼さ魚 

一 

け刀 (70 g ) 

綱秒〜1分 

みそ汁 

一 

] 杯 （15 日 mL ) 

約1分3日秒〜2分 

スープ 

一 

] 杯 （2 日 OmL ) 

約2分〜2分3日秒 

焼さそば 

有 

] 皿 （3 日 Og ) 

約2分〜2分3日秒 

野菜炒め 

有 

] 皿 （250 g ) 

約2分〜2分3日秒 

野菜の煮もの 

有 

] 皿 （3 日 Og ) 

約2〜3分 

カレー 

有 

] 皿に日 Og ) 

約1分3日秒〜2分 

肉まん 

有 

] コ （80 g ) 

綱秒〜1分 

のんまん 

有 

] コ （80 g ) 

綱秒〜1分 

□-ルパン 

一 

] コ （30 g ) 

約1日秒 


ごはん 

有 

] 人分 （150 呂） 

約2分〜2分3日秒 


カレー 

有 

] 皿に OOg ) 

約日〜目分 

、厶 

/"P 

焼就に卽 

一 

2コ （ lOOg ) 

約1分3日秒〜2分 

ピラフ 

一 

] 皿に50呂） 

約 4 〜 4 分 3 日秒 

凍 

しゆうまい 

一 

15 コに 25 呂） 

約 4 〜 4 分 3 日秒 


肉まん 

有 

] コ柳 g ) 

約 1 〜 1 分 2日 秒 


あんまん 

有 

] コ柳呂） 

約 1 〜 1 分 2 日秒 


1 mL = 1 CC 

のみもの ([[7巧？ lr 600 W 」 で加熱する） 


分量 

ラップ 

加熱時間のめやす 

常 

ご日 
ノ rm 

ノで 

100 〜 30 Og 

一 

約 17 分〜 20 分 


分量 

加熱時間のめやす 

常 

ご日 
/皿 

] 〜2枚 

約4〜日分 

ノで 

凍 

] 〜2枚 

約目〜7分 


メニユー 

ラップ 

分量 

加熱時間の S ) やす 

牛乳 

一 

] 杯 （20 日 mL ) 

約1分3日秒〜2分 

コ ーヒー 

— 

] 杯 （150 mL ) 

約1分30秒 

お酒 

一 

] 杯 （18 日 mL ) 

約]〜]分20秒 


分量 

ラップ 

加熱時間のめやす 

1. 

葉 

] 〇〇呂 

有 

約]分 3 日秒〜 2 分 

200呂 

有 

約 2 分 3 日秒〜 3 分 

菓 

300呂 

有 

約 3 分 3 日秒〜 4 分 

2. 

根 

菜 

] 〇〇呂 

有 

約 2 分 30 秒〜 3 分 

200呂 

有 

約 3 分 30 秒〜 4 分 

300呂 

有 

約日分〜目分 

已 OOg 

有 

約 9 分〜 10 分 


手動で加熱ずる場合の時間のめやす こんなとさホ 
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1 mL = 1 CC 



















































































仕様 


外お寸法（単位 mm ) 


電 源 

交流1日日 V 曰日 Hz -6 日 Hz 共用 

電子レンジ 

消費電力 

1400 W 

高周波出力 

自動：1日日 0 W 〜10日 W 相当※ 

手動：1 OOOW - 600 W • 200 

発振周波数 

S 4 己 OMHz 

才ーブン 

消費電力 

1430 W 

温度調節 

30で.40で（発酵)/100〜 S 曰日 。 C 

グリル 

消費電力 

1430 W 

ノ、イブリッド 

消費電力 

1430 W 

トーストキー 

消費電力 

1430 W 

「0」表示のとき 

消費電力 

2.4 W 

待機時消費電力 

0 W 

寸 法 

外形 

幅48曰 X 奥行375 X 高さ31曰 mm 

庫内（有効） 

幅29 Ox 奥行31 Ox 高さ1 90 mm 

ターンテーブル 
(丸 皿）直径 

27已 mm 

質 量 

1 2.5 kg 


正面図 

48日 



31日 


411 

4日日 


側面図 


250 


37日 


267 


才 

I 

ブ 

ン 

レ 

ン 

合け 


※高周波出力] OOOW は、短時間高出力（最大5分間）であり、調理中自動的に 600 W に切 
換わります。 

•付属品については] ] ページをご覧ください。 

•待機時消費電力とは、電源プラグを差込んだ状態で、表示部び消好しているとさの消費電 
力です。 

• この才ーブンレンジの2己び C での運転時間は約12分間です。その後は自動的に20ぴ C に切 
換わります。（空焼さ防止のためです。庫内に食品び入っている場合、温度は切換わりません。） 
•レンジ出力] OOOW での入力電流は約] 4 A 、 レンジ出力 600 W では約] ] A です。 

(ブレーカーの容量を確認の上、ご使用ください。） 

•この商品は日本国内専用で、外国では使用でさません。またアフターサービスちでさません。 
This appliance is designed for domestic use in Japan only and cannot be used 
in any other country . No servicing is available outside of Japan . 


• 長年ご使用の 


愛情点巧 


才ーブンレンジ • 
電子レンジの点検を/ 


熱、湿気、ホコリなどの影響や、使用の度合いにより部品 
が劣化し、故障したり、時にはち全性を損なって事故につな 
がることちありまず。 


口 



• 電源コードやプラグび異常に熱い。 

このような 

•コゲくさい臭いがする。 

症状はあ0 

• 製品に触れるとビリビリと電気を感じる。 

ませんか 

• 自動的に切れないとさがある。 


♦その他の異常•故障がある。 




故障や事故防止のため 

ご使用 

電源、プラグを抜いてか 

中止 

6、必ず販売店にご相 


談ください。 


4 兰菱電機株式会社 
n 兰菱電機ホーム機器株式会社 


干 369-1 295埼玉県大里郡花園町小前田1 728-1 


MITSUBISHI 

R0-M4C 
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